
　

一
般
家
庭
用
の
米
販
売
が
伸
び
悩
む
中
、
業
務
・
加
工
用

米
の
需
要
は
堅
調
で
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
著
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
げ
ん
き
ま
る
」
は
平
成
二
十
一
年
度
に
宮
城
県

の
水
稲
奨
励
品
種
に
指
定
さ
れ
た
良
質
良
食
味
多
収
品
種

で
、
多
様
な
業
界
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
有
望
品

種
で
す
。
親
で
あ
る
「
ま
な
む
す
め
」
の
良
質
安
定
多
収
性

を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
、
倒
れ
に
く
く
収
量
性
も
あ
る
た
め

大
豆
転
作
跡
地
な
ど
の
地
力
の
あ
る
水
田
で
は
高
収
量
が
実

現
で
き
ま
す
。
外
食
産
業
向
け
の
業
務
用
米
、
米
粉
等
の
加

工
用
米
、
酒
造
用
米
な
ど
へ
の
利
用
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飼
料
用
米
、
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
へ
の
利

用
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
げ
ん
き
ま
る
」
の
種
子
生
産
は
加
美
町
の
小
野
田
種
子

生
産
組
合
が
担
当
し
て
お
り
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
年
も

二
㌶
作
付
さ
れ
て
お
り
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。（
写
真
）

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
管
内
で
は
今
年
度
飼
料
用
米
が

四
百
㌶
作
付
け
さ
れ
て
お
り
、
九
月
に
は
国
内
初
の
飼
料
用

米
専
用
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
写
真
）
も
完
成
し
、

生
産
体
制
が
整
い
ま
す
。「
げ
ん
き
ま
る
」
は
飼
料
用
米
専

用
品
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
倒
れ
に
く
く
多
収
で
あ
る
た

め
飼
料
用
米
と
し
て
の
利
用
も
可
能
で
す
。　

　

時
代
の
要
請
に
応
じ
て
マ
ル
チ
に
対
応
で
き
る
「
げ
ん
き

ま
る
」
の
今
後
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
普
及
指
導
専
門
監　

永
野
邦
明

「
げ
ん
き
ま
る
」で
宮
城
米
を
元
気
に
！

建設中の飼料用米専用カントリーエレベーター
（色麻町）

水稲品種「げんきまる」種子生産ほ場
（小野田種子生産組合）

がんばろう！宮城

お　お　さ　き
～大きい輪、和、話～
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ＦＡＸ（0229）23－0910

平成24年9月10日発行

宮城県大崎農業改良普及センター

HP  http://www.pref.miyagi.jp/osnokai/

E-mail  osnokai＠pref.miyagi.jp

VOL. 128



自給粗飼料利用推進研修会

大崎地域自給飼料生産連携研究会

・
更
新
後
で
は
、
深
層
で
更
新
前
の
六
割

（
平
均
一
三
五
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）、
表
層
で

四
割
強
（
同
一
九
九
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）
に

減
少

　

ま
た
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
作
物
へ
の

移
行
抑
制
に
は
、
土
壌
中
の
適
正
な
ｐ
Ｈ

（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
と
交
換
性
カ
リ
が

重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

測
定
結
果
で
は
ｐ
Ｈ
が
五
・
二
と
酸
性
に

傾
い
て
お
り
、
交
換
性
カ
リ
は
平
均
で
三

十
四
㎎
／
百
㌘
で
し
た
が
、
指
標
と
い
わ

れ
て
い
る
三
十
㎎
／
百
㌘
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
分
析
結
果
を
更
新
時
の
土
壌

改
良
資
材
や
肥
料
の
散
布
に
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

二　

草
種
を
転
換
し
た
実
証
ほ
の
設
置
と

そ
の
栽
培
支
援

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
影
響
を
低
減
す
る

た
め
、
永
年
生
牧
草
か
ら
移
行
が
低
い
飼

料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ス
ー
ダ
ン
へ
の
草

種
転
換
も
有
効
な
手
段
で
す
。
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
実
証
ほ
を
設
置
し
、
粗
飼
料
の

単
位
当
た
り
利
用
量
の
増
加
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

三　

放
射
性
物
質
等
の
牧
草
生
産
に
影
響

す
る
要
因
の
知
識
再
徹
底

　

各
種
団
体
の
総
会
や
会
合
時
な
ど
や
研

修
会
の
開
催
し
、
放
射
性
物
質
の
性
質
を

再
確
認
し
て
も
ら
い
、
土
壌
診
断
結
果
等

思いを形に、あなたのチャレンジ支えます、応援します。宮城の農業普及

を
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
更
新
作
業
に
活

か
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

四  

大
崎
地
域
自
給
飼
料
生
産
連
携
研
究

会
の
発
足

　

管
内
の
遊
休
農
地
等
を
活
用
し
た
安
全

な
自
給
飼
料
の
増
産
と
、
広
域
的
な
需
給

調
整
体
制
の
構
築
や
飼
料
受
託
組
織
の
育

成
等
を
目
的
に
大
崎
地
域
自
給
飼
料
生
産

連
携
研
究
会
が
六
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

東
北
大
学
大
学
院
の
豊
水
正
昭
教
授
を

会
長
と
し
、
畜
産
・
耕
種
農
業
者
、
飼
料

会
社
、
大
豆
加
工
業
者
、
管
内
市
町
、
農

業
委
員
会
、
農
協
、
酪
農
協
、
家
畜
保
健

衛
生
所
が
委
員
と
な
り
普
及
セ
ン
タ
ー
が

事
務
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
二
回
研
究
会
を
開
催
し
、
管

内
自
給
飼
料
生
産
の
課
題
等
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。七
月
に
は
、普
及
セ
ン

タ
ー
と
同
研
究
会
で
農
業
者
等
を
対
象
に

自
給
粗
飼
料
利
用
推
進
研
修
会
を
開
催

し
、（
独
）畜
産
草
地
研
究
所
の
原
田
久
富

美
氏
の
講
演
で
安
全
な
粗
飼
料
生
産
技
術

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
も
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
更
新
後

の
土
壌
分
析
等
を
通
じ
て
安
全
な
自
給
飼

料
生
産
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

管
内
に
は
県
内
一
の
面
積
有
す
る
水
稲

採
種
圃
場
が
あ
り
、
四
つ
の
水
稲
採
種
組

合
が
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
小
野
田

種
子
生
産
組
合
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
採
種

優
良
な
水
稲
種
子
生
産
を
目
指
し
て

安
全
・
安
心
な
自
給
飼
料
生
産
を

め
ざ
し
て

　

昨
年
三
月
の
福
島
第
一
原
発
事
故
の
放

射
性
物
質
の
飛
散
に
よ
り
、
当
管
内
の
畜

産
経
営
に
も
大
き
な
影
響
が
及
ん
で
い
ま

す
。
畜
産
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る

永
年
生
牧
草
等
の
自
給
粗
飼
料
生
産
も
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
影
響
に
よ
り
管
内
で

は
利
用
自
粛
と
な
り
ま
し
た
。
牧
草
を
利

用
す
る
た
め
に
は
除
染
作
業（
草
地
更
新
）

が
必
要
で
す
が
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、

酪
農
家
や
肉
牛
農
家
を
対
象
に
震
災
前
の

よ
う
に
安
全
な
自
給
飼
料
の
生
産
・
利
用

が
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
、
以

下
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一　

草
地
土
壌
の
放
射
性
物
質
の
測
定
と

土
壌
分
析
に
よ
る
施
肥
設
計

　

七
月
末
ま
で
に
管
内
の
転
作
田
を
含
む

百
三
カ
所
の
採
草
地
か
ら
土
壌
を
採
取

し
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
表
層
（
地
表
か

ら
五
㎝
ま
で
）と
深
層（
同
十
五
㎝
ま
で
）

に
分
け
測
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り

以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

・
管
内
北
西
部
で
や
や
高
い
傾
向

・
更
新
前
で
は
深
層
（
平
均
二
二
七
ベ
ク

レ
ル
／
㎏
）
と
比
較
し
表
層
（
同
四
四
三

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）
が
二
倍
程
度

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題
活
動
の
紹
介

２０１２年９月１０日発行 （２）普及センターだより「Osaki」



ドレッシング試作勉強会で配合の違いによる
味の違いを確認する受講生（５月18日）

水稲採種圃予備審査

病害虫防除・施肥管理等栽培について、出席した生産者の
ほ場を巡回しました。　ＪＡ古川　業務用ネギ現地検討会
（７月５日）

 畝たて同時施肥機を実演しました。
ＪＡ加美よつば キャベツ現地検討会
（７月２０日）

目揃い会で出荷規格を確認しました。
ＪＡ加美よつば　加工トマト目揃い会
（７月２０日）

みやぎ自給率向上県民運動標語：地元産　食べて広げる　地域の輪

農
産
加
工
品
の
開
発
促
進

　

近
年
、
農
業
者
の
所
得
向
上
策
の
一
つ

と
し
て
農
業
の
６
次
産
業
化
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で

は
、
新
た
な
加
工
品
開
発
を
模
索
す
る
大

崎
市
内
の
農
業
者
を
対
象
に
、
商
品
開
発

や
原
材
料
･
容
器
の
調
達
・
確
保
、
食
品

表
示
な
ど
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鬼
首
の
特
産
品
を
使
っ
た
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
試
作
勉
強
会
（
写
真
）
を
地
元

の
材
料
持
ち
寄
り
で
開
催
し
、
レ
シ
ピ
開

発
の
た
め
の
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
６
次
産
業
化
に
あ
た
っ
て
は
大

崎
市
及
び
大
崎
市
雇
用
創
造
協
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
講
習
会
に
よ
る
知
識
の
習

得
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。　

　

近
年
、
加
工
・
業
務
用
の
野
菜
は
農
協

と
大
手
の
食
品
関
連
企
業
等
と
の
間
で
契

約
取
引
が
拡
大
し
て
お
り
、
実
需
者
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
契
約
栽

培
に
よ
り
取
引
価
格
に
変
動
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
生
産
者
の
所
得
安
定
の
一
つ
の

戦
略
と
し
て
、
加
工
・
業
務
用
野
菜
を
県

の
園
芸
戦
略
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
、
生
産

供
給
体
制
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、既
に
加
工
・

業
務
用
野
菜
の
生
産
・
販
売
に
取
組
ん
で

い
る
農
協
の
生
産
者
を
対
象
に
加
工
・
業

務
野
菜
の
生
産
技
術
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
機
械
化
体
系
の
構

築
等
を
目
的
に
し
た
実
証
ほ
を
設
置
し
、

生
育
調
査
を
し
な
が
ら
新
技
術
を
検
証
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
作
付
け
者
中
心

に
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
付
面
積
の

拡
大
、
生
産
量
の
増
加
、
生
産
コ
ス
ト
の

削
減
を
目
標
に
関
係
機
関
と
、
引
き
続
き

生
産
者
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

加
工
・
業
務
用
野
菜
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
　産
地
拡
大

組
合
の
共
通
す
る
問
題
の
解
決
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

問
題
の
一
つ
で
あ
る
近
隣
圃
場
に
発
生

す
る
ば
か
苗
病
対
策
は
、
昨
年
罹
病
株
を

発
生
さ
せ
た
生
産
者
に
対
す
る
育
苗
巡
回

で
、
周
辺
に
罹
病
株
を
植
え
な
い
よ
う
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
圃

場
を
含
む
空
撮
マ
ッ
プ
を
作
成
、
周
辺
圃

場
で
の
発
生
を
確
認
し
ま
し
た
。
正
確
な

情
報
の
共
有
に
よ
り
、
発
生
ほ
場
の
明
確

化
が
な
さ
れ
、
組
合
員
の
徹
底
し
た
抜
き

取
り
で
ば
か
苗
病
に
よ
る
採
種
圃
の
除
外

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
圃
場
で
増
え
て
い
る
多
年
生

雑
草
対
象
の
除
草
剤
展
示
ほ
を
設
け
、
現

地
検
討
会
を
開
き
、
組
合
員
と
効
果
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

優
良
な
水
稲
種
子
生
産
を
目
指
し
、
収

穫
ま
で
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（３） ２０１２年９月１０日発行普及センターだより「Osaki」



みやぎ自給率向上県民運動標語：復興へ　みんなでせーの　いただきます

　

本
年
四
月
か
ら
食
品
中
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
に
は
よ
り
厳
し
い
新
基
準
値
が
設
定

さ
れ
、
農
林
産
物
に
つ
い
て
も
厳
密
な
検

査
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
崎
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
本
年
度
、
別
表
の

通
り
農
林
産
物
を
中
心
に
、精
密
検
査（
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
方
式　

県
産
業
技
術

総
合
セ
ン
タ
ー
）
七
十
三
点
と
簡
易
検
査

（N
aI

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
方
式　

北
部

地
方
振
興
事
務
所
）
三
百
九
十
二
点
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
林
産
物
等
で
は
原
木
し

い
た
け
（
露
地
）
や
山
菜
の
一
部
が
新
基

準
値
を
越
え
、
出
荷
制
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
野
菜
等
農
産
物
の
す
べ
て
で

セ
シ
ウ
ム
が
不
検
出
と
な
っ
て
お
り
安
全

性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
等
の
関

係
機
関
に
も
簡
易
検
査
機
器
が
順
次
導
入

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
役
割
分
担
を
図
り

な
が
ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
強
化
を

目
指
し
て
行
き
ま
す
。

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収
抑
制
対
策
と

し
て
各
市
町
で
は
水
田
に
カ
リ
肥
料
が
散

布
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は

Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
と
古
川
農
業
試
験
場
と

共
同
で
大
豆
の
吸
収
抑
制
対
策
展
示
ほ
を

設
置
し
土
壌
中
の
セ
シ
ウ
ム
の
動
態
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
大
豆
へ
の
移
行
程
度

林
産
物
の
放
射
能
対
策
に
つ
い
て

安
全
安
心
農
産
物
に
よ
る

　
農
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
十
四
年
産
米
の

放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て

を
調
査
し
、
カ
リ
施
肥
等
の
効
果
を
確
認

し
、
今
後
に
生
か
す
予
定
で
す
。
ま
た
、

飼
料
作
物
関
係
で
も
展
示
ほ
を
設
置
し
、

吸
収
抑
制
対
策
の
効
果
を
確
認
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ベ
イ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
管
内
各
地
の
空
間

放
射
線
量
の
調
査
や
昨
年
に
引
き
続
き
土

壌
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
定
点
調
査
を
実
施

し
汚
染
状
況
の
現
状
把
握
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　

今
秋
に
は
米
や
大
豆
の
精
密
検
査
が
始

ま
り
ま
す
が
、
安
全
安
心
な
農
産
物
の
生

産
に
向
け
て
、
今
後
と
も
多
方
面
で
積
極

的
な
放
射
能
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
飛
散

し
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
、
大
崎
地
域
で

も
牧
草
や
林
産
物
等
に
つ
い
て
出
荷
制
限

や
出
荷
自
粛
要
請
が
出
さ
れ
、
農
業
経
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
主
食
で
あ
る
米
に
つ
い
て
も

不
安
を
抱
い
て
い
る
消
費
者
は
多
く
、
こ

う
し
た
心
配
を
解
消
す
る
た
め
、
農
林
水

産
省
の
方
針
に
沿
っ
て
米
の
放
射
性
物
質

検
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
検
査
で
は
、
検
査
結
果

が
出
揃
う
ま
で
、
知
事
が
現
在
の
市
町
村

を
単
位
と
し
た
米
の
出
荷
自
粛
要
請
を
行

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
昭
和
二
十
五
年
度

の
旧
市
町
村（
例　

志
田
村
、賀
美
石
村
）

単
位
で
出
荷
自
粛
を
要
請
し
ま
す
。

　

ま
た
、
九
月
十
日
以
前
に
出
荷
を
予
定

し
て
い
る
早
場
米
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

申
請
を
受
け
る
こ
と
で
一
般
の
米
よ
り
先

に
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
個

別
に
出
荷
自
粛
の
解
除
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
基
準
値

を
超
え
た
米
が
検
査
対
象
か
ら
漏
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
今
年
は
検
査
点
数
を

大
幅
に
増
や
し
ま
す
。
大
崎
普
及
セ
ン
タ

ー
管
内
で
は
お
よ
そ
二
百
六
十
八
点
の
調

査
を
行
う
予
定
で
す
が
、
こ
れ
は
昨
年
行

っ
た
調
査
に
比
べ
て
、
約
三
・
三
倍
の
数

で
す
。

　

仮
に
、
検
査
し
た
米
か
ら
五
十
ベ
ク
レ

ル
／
㎏
を
超
え
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
た
場
合
は
、
該
当
す
る
区
域
で
は

さ
ら
に
細
か
い
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
は
収
穫
前
に
予
備
調
査
と

し
て
坪
刈
り
を
行
い
、
こ
こ
で
採
取
し
た

米
を
検
査
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
乾
燥
調

製
し
た
米
の
検
査
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

検
査
に
必
要
な
玄
米
の
量
は
、
一
点
あ

た
り
二
㎏
で
す
。
検
体
と
な
る
玄
米
の
採

取
方
法
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
農
協
ま

た
は
市
町
か
ら
受
け
る
指
示
に
従
う
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

林
産
物
は
き
の
こ
、
山
菜
等
の
食
品
と

き
の
こ
原
木
、
木
炭
等
の
非
食
品
が
あ
り

ま
す
。　
　

　

四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
は
、
食
品
で
百
三
十
三
検
体
、
非
食

品
で
八
十
一
検
体
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

食
品
検
体
数
を
月
別
に
見
る
と
、
四
月

が
三
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
月
が
五
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
と
、
春
の
山
菜
出
荷
前
に

検
査
が
集
中
し
ま
し
た
。
食
品
の
種
類
は

放射性セシウム調査点数（平成24年4月～8月）

農産物

林産物

（菌茸，山菜等）

非食品

（ほだ木，もみがら等）

合計

作物

野菜等

果樹

計

4

30

7

41

32

73

精密検査

226

6

232

98

62

392

簡易検査
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４Hクラブの農業体験学習

みやぎ自給率向上県民運動標語：大好きな　地元の味を　守りたい

三
十
三
種
類
で
、
最
も
多
い
の
は
た
け
の

こ
、
続
い
て
原
木
し
い
た
け
で
し
た
。

　

精
密
検
査
の
結
果
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

が
百
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
を
超
え
た
も
の
は
、

四
品
目
で
し
た
。
原
木
し
い
た
け
（
露
地
）

【
大
崎
市
、加
美
町
、色
麻
町
】、こ
ご
み
（
く

さ
そ
て
つ
）【
大
崎
市
、
加
美
町
】、
ぜ
ん

ま
い
【
大
崎
市
】
が
出
荷
制
限
、
た
ら
の

め
（
野
生
）【
大
崎
市
】
が
出
荷
自
粛
の

措
置
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
産
物
の
場
合
、
個
人
や
任
意
団
体
で

の
出
荷
が
多
く
、
損
害
賠
償
請
求
は
不
慣

れ
な
こ
と
か
ら
、
生
産
者
や
直
売
所
の
方

に
お
集
り
い
た
だ
き
、
四
月
二
十
日
と
五

月
二
十
五
日
に
東
京
電
力
（
株
）
か
ら
損

害
賠
償
請
求
の
説
明
を
直
接
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
個
人

生
産
者
の
方
々
も
、
損
害
賠
償
請
求
が
ほ

ぼ
順
調
に
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

原
木
し
い
た
け
の
出
荷
制
限
を
解
除
す

る
た
め
、六
月
十
八
日（
加
美
町
・
色
麻
町
）

と
六
月
二
十
五
日
（
大
崎
市
）
に
、
関
係

機
関
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
解
除

に
向
け
て
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ

い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
原
木
し
い
た
け
に
つ
い
て
は
、

生
産
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
解
除
に
必
要

な
情
報
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
生
産
者
の
ほ
だ
場
（
き
の
こ
の

原
木
を
伏
せ
込
む
場
所
）
の
線
量
調
査
や

意
向
調
査
を
行
い
、
出
荷
制
限
解
除
に
向

け
て
市
町
、Ｊ
Ａ
と
連
携
を
深
め
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
い
た
け
以
外
の
き
の
こ
や
山
菜
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
損
害
賠
償
請
求
が
行
わ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
現
在
出
荷
自
粛
を

し
て
い
る
ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ
は
、
県
で
除

染
の
効
果
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

情
報
を
集
め
、
出
荷
者
の
皆
様
と
情
報
を

共
有
し
て
参
り
ま
す
。

　

林
産
物
の
放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て

は
、
ほ
だ
木
の
廃
棄
、
ほ
だ
場
の
汚
染
解

消
時
期
の
こ
と
、
新
た
な
制
限
品
目
の
対

応
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

ほ
だ
木
の
検
査
も
加
速
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
生
産
者
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
業
振
興
部
）

　

古
川
地
区
農
村
青
少
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
古
川
地
区
連
）
は
、

大
崎
市
、
色
麻
町
、
加
美
町
等
の
二
十
〜

三
十
歳
代
の
農
業
後
継
者
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
お
り
、
現
在
の
ク
ラ
ブ
員
は
二
十
二

人
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
最
近
の
活

動
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

○
農
村
青
年
の
つ
ど
い

　

農
村
青
年
の
つ
ど
い
は
、
県
段
階
と
地

区
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
技
術
交
換

大
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
野
外
青
年

交
流
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
県
段
階
の
つ
ど
い
は
、
七
月

に
登
米
市
内
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

技
術
交
換
大
会
で
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
形
式
で
農
業
に
関
す
る
問
題
を
解

く
競
技
の
ほ
か
、
玄
米
品
種
当
て
問
題
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
玄
米
品
種
当
て
問
題
で

は
多
く
の
参
加
者
が
見
事
正
解
と
な
り
、

プ
ロ
農
家
の
矜
持
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

技
術
交
換
大
会
の
採
点
の
結
果
、
古
川
地

区
連
が
見
事
連
覇
し
ま
し
た
。

○
農
村
青
年
会
議

　

こ
の
会
議
は
、
日
ご
ろ
の
農
業
経
営
の

中
で
行
っ
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
や

主
張
を
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
、
古
川
地
区
連
で
十
二
月
に
開

催
し
た
に
農
村
青
年
会
議
で
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
発
表
２
題
、
農
村
青
年
の
主
張
４

題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
で
は
、
屑
大
豆
を

利
用
し
た
湛
水
直
播
栽
培
の
取
り
組
み
、

管
内
の
小
学
生
親
子
と
共
に
実
施
し
た
農

業
体
験
学
習
の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
農
村
青
年
の
主
張
で
は
、

４
人
の
ク
ラ
ブ
員
か
ら
就
農
ま
で
の
経
緯

や
就
農
し
て
か
ら
の
悩
み
、
決
意
な
ど
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
、

農
村
青
年
の
主
張
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
題
が

宮
城
県
農
村
教
育
青
年
会
議
の
発
表
演
題

と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
議
で
古

川
地
区
連
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
で
優

秀
賞
、
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
事
業
の
ほ
か
、
今
年
度
は
パ
レ

ッ
ト
お
お
さ
き
と
連
携
し
、
小
学
生
親
子

を
対
象
に
農
業
体
験
学
習
（
か
ぼ
ち
ゃ
栽

培
と
か
ぼ
ち
ゃ
ス
イ
ー
ツ
試
食
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
後
継
者
の
方
や
仲
間
づ
く
り
を
し

た
い
方
な
ど
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
の
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
活
動
紹
介
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みやぎ自給率向上県民運動標語：「いただきます」　笑顔のもとを　宮城から

指導農業士１名、青年農業士１名が新たに認定されました。

◆指導農業士

安 達 　 純さん［大崎市岩出山］
あ だち まこと

◆青年農業士

★
新
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
重
要

　

農
業
の
６
次
産
業
化
に
新
た
に
取
り
組

み
、
成
功
に
つ
な
げ
る
た
め
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
ズ
バ
リ
「
コ
ン
セ
プ
ト
が
十

分
練
ら
れ
て
い
る
か
」
で
す
。
こ
こ
で
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
は
、「
新
た
に
生
産
・
販

売
す
る
商
品
は
従
来
の
も
の
と
ど
う
違
う

の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
売
り
方
を
す
る

の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
の
大
き
な
特

徴
は
「
自
分
で
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
米
や
野
菜
、
畜

産
物
な
ど
を
生
産
し
、
農
協
経
由
で
市
場

出
荷
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
場
価
格
の
上

下
は
あ
る
に
せ
よ
、
出
荷
し
た
も
の
は
販

売
さ
れ
、
売
上
が
出
ま
す
。
し
か
し
、
例

え
ば
６
次
産
業
化
に
取
り
組
み
加
工
品
を

製
造
・
販
売
す
る
場
合
、
新
商
品
を
持
っ

て
営
業
活
動
を
し
て
、売
り
先（
卸
し
先
）

を
自
分
で
確
保
し
、
さ
ら
に
そ
こ
で
商
品

が
売
れ
て
注
文
が
も
ら
え
な
け
れ
ば
継
続

的
な
売
上
は
望
め
ま
せ
ん
。

　

営
業
活
動
の
場
面
で
は
、
商
談
先
か
ら

「
こ
の
商
品
は
既
存
の
も
の
と
ど
こ
が
違

う
の
か
？
な
ぜ
他
の
も
の
よ
り
良
い
の

か
？
」と
い
う
こ
と
を
必
ず
問
わ
れ
ま
す
。

販
売
を
開
始
し
て
か
ら
も
、
良
さ
や
強
み

が
お
客
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
商

品
ほ
ど
良
く
売
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
コ
ン

セ
プ
ト
が
重
要
な
の
で
す
。

★
コ
ン
セ
プ
ト
の
準
備
期
間
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

農
産
加
工
や
農
産
物
直
売
所
な
ど
６
次

産
業
化
に
初
め
て
取
り
組
む
こ
と
を
お
考

え
の
方
は
、
専
門
家
の
支
援
な
ど
も
得
な

が
ら
コ
ン
セ
プ
ト
を
練
り
上
げ
て
い
く
の

に
、
お
お
よ
そ
６
か
月
以
上
の
期
間
を
か

け
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
そ
の
間
に
、
自
分
（
自
社
）

の
強
み
、
弱
み
は
何
か
、
商
品
を
世
の
中

の
ニ
ー
ズ
と
ど
う
合
わ
せ
る
か
、
な
ど
を

十
分
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
て

コ
ン
セ
プ
ト
を
確
立
し
た
後
に
、
補
助
事

業
等
を
活
用
し
て
必
要
な
設
備
導
入
に
着

手
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

★
支
援
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
に
農
産
加
工
・
販
売
な
ど
の

経
験
の
な
い
方
が
、
自
力
で
コ
ン
セ
プ
ト

を
練
る
こ
と
は
難
し
い
の
も
事
実
で
す
。

そ
の
た
め
、
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
農
業
支

援
機
関
で
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
を
「
最

初
の
相
談
先
の
一
つ
」
と
し
て
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
６
次
産
業
化
の
構
想
を

伺
い
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

っ
て
い
く
か
と
い
う
基
礎
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
セ
プ
ト
作
成
の
専
門
的
支
援
機
関
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

６
次
産
業
化
を
構
想
す
る
際
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト

土
壌
分
析
持
ち
込
み
時
の
注
意
点

宮
城
県
農
林
産
物
品
評
会

　
　
　

花
き
品
評
会

　

大
崎
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
産
物
の

安
定
生
産
の
た
め
に
、
農
地
土
壌
の
土
壌

分
析
と
施
肥
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
ほ
場
の
複
数
箇
所
か
ら
土
壌
を
採
取

し
、  

均
一
に
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と

②
土
壌
が
十
分
乾
燥
し
て
い
る
こ
と

③
土
壌
が
細
か
く
砕
か
れ
て
い
る
こ
と

④
量
は
茶
碗
一
杯
程
度
で
あ
る
こ
と

⑤
分
析
依
頼
票（
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、

作
目
、
ほ
場
場
所
な
ど
）
を
添
付

を
確
認
し
て
、
普
及
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

ん
で
下
さ
い
。
分
析
に
は
１
カ
月
程
度
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ

け
早
め
に
持
ち
込
む
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
年
も
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
合
わ
せ
て
、
宮
城
県
農
林
産
物
品

評
会
と
花
き
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
は
平
成
二
十
四
年
十
月
十
三
日
、
十

四
日
、
場
所
は
県
庁
ロ
ビ
ー
で
す
。

　

今
年
も
多
数
の
農
林
産
物
の
出
品
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
十
月
一
日
ま
で
普
及
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
お
願
い
し
ま
す
。

新 農業士の紹介

　水稲＋酪農経営の酪農部門を担当
し、徹底した個体管理により着実に実
績を重ねています。４Ｈクラブでは長
年役員として活動を支え地区連会長を

務めました。いわでやま農協青年部委員や牛群改良
組合の副会長としての取組など、若手農業者を牽引
するリーダーとしても活躍しています。

大 友 　 學さん［大崎市古川］
おお とも しゅう

　高い肥育技術で数多くの枝肉共進会
においてチャンピオン賞や最優秀賞を
受賞するなど、地域のモデル的な経営
を実践しています。古川農業協同組合

肉牛部会長として部会活動を通じ、古川牛・仙台牛
のブランド価値向上や畜産振興を牽引し、後継者の
育成にも尽力されています。

２０１２年９月１０日発行 （６）普及センターだより「Osaki」
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